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融，不良債権，株式市場の問題，金融資産管理などの説明は，実体経済の動きと金融セク

ターの変化を結びつける際，示唆に富む内容である。

　第３に，中国金融の最先端事情，すなわちデジタル経済に関連する動きを，現地調査の

結果を交えながら分析している点である。とりわけ，第三者決済の清算モデルに関する説

明は興味深い。というのも，現時点でモバイル決済が最も進んでいる中国においてさえ，

既存の銀行中心の清算システムに根本的な変化が起きていないことが明らかにされている

からである。図８－１（157頁）に示されるように，清算システムの上層部の構造はこれ

までと同様である。変化は，あくまで下層部において，商業銀行と顧客との間を第三者決

済機関が一部仲介する形で起きているにすぎない。銀行決済システムにおけるモバイル決

済の位置づけを明らかにした点は，本書の貢献として評価される。

　本書は中国金融経済の教科書として上梓されたものである（はしがき，i 頁）。初心者向

けとはいえないが，評者のように金融経済を専門としない者でも興味深く読むことができ

た。最後に，本書の課題についても指摘しておきたい。

　まず，全体を統括する理論を欠いているように思われる。本書で紹介されている中国の

状況は，標準的な金融システム論の視点からどのような特徴があると評価できるかについ

ての説明が必要と思われる。本書の内容からすれば，金融論以外の枠組みで統括すること

も可能であろう。例えば，開発経済学の視点を援用し，実体経済の発展段階に合わせて金

融セクターの成長を説明したほうが，各章の主張がよりクリアになるかもしれない。

　また，経済関連の専門書としてはデータを用いた説明が不足している。序章では，中国

の GDPに対する金融資産の比率が時系列で示され（図序－１，２頁），第５，７，９，10章

では，それぞれの分野の規模と金額などが紹介されている。しかし全体を通し，金融業の

活動状況を示すデータが少なく，金融セクターの規模を統計的に把握する作業は行われて

いない。中国は，世界第２位のGDP規模を誇っている。その金融セクターの発展状況を，

世界またはアジアの中でどのように捉えるべきか，本書に興味を持つ読者は少なからずこ

のような問題意識を持っているはずである。再版の機会があれば，金融データを用いた概

観と国際比較に関する説明を入れてほしい。

　以上のような課題はあるものの，本書は，日本語で書かれた中国金融経済の専門書とし

て，貴重な成果である。本書は，金融のみならず，中国をはじめとする新興国経済全般に

関心を持つすべての人々にとって読み応えのある良書であろう。
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